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音と周辺環境，３）音の一連の提供方法で
ある音の長さ，音量，音の質，種類等，を
考える必要がある。
②鉄道のホームドア：乗降客一日平均１万人
以上の駅に関しては内方線付き誘導ブロッ
クを，１０万人以上の駅に関しホームドア設
置などを優先する（中間報告）。
③階段踊り場の視覚障害者誘導用ブロックの
敷設：具体的には階段の踊り場のブロック
設置方法をどの様な考え方で行うか。
等であることを論じた。
５．４ 今後の検討課題
今後の検討課題として，主として以下に示
すような整理を行った。
①鉄道の車両のフリースペース：車いす用専
用のスペースからバギーやキャリーバッグ
を加えたフリースペースの必要性が高まっ
ている。
② LCC（格安航空会社）：LCCの出現が飛行
機へのアクセス，機内移動，トイレなどに
影響すると考えられる。今後新たな議論が
必要である。
③都市間バスのノンステップ化：障害者の都
市間移動の自由，観光の自由を保障してゆ
くためにも都市間バスのアクセス確保が必
要である。
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